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Outline In T he Second Half

みなさまおはようございます（笑）。下半期の始まりで

す。

しかし本当に時間がたつの早くない…？　早すぎて

ない？（みなさまにとって）

とはいえ、もし早すぎるとしても何もできないので（無

念）。せめて一日一日をしっかり味わって進んで行き

たいなあと日々思うまーさでございます。

この上半期は元号が変わるなど、ちょっと我々の生

活の中でイレギュラーな出来事がありました。

あと、既存の状態やともすると“それでしょうがない、

当たり前”（これは残念な意味）と解釈されがちなこ

とに、かなり真剣に「それはおかしい！」と正面から

異を唱える人たちが出てきて、で、その人たちが話し

ていると、また必ずと言っていいほど「それ何の関係

が？（論点が違う。かつあなたに聞いていない）」的

人が出てくるのを、本当に何度も見た気がします（お

そらく世間で言うところのクソリプ。汗）。

で、そこで出てくるその（クソと呼ばれるみなさんの）

主張が「それは自分がいい思いしたいからだろう！」

みたいなまだわかるんですけど（その既得権を守り

たいのね）、

「別に世界が変わってもあなたは全然損しないのに、

なぜ不利益で不自由な世界の方を擁護するのだろ

う」みたいなところも、日々興味深かったなあ…。

おそらくそれこそ、山羊座土星×冥王星のもたらす変

化の力に、いろいろな天体が絡んで影響を及ぼす

流れのひとつなんでしょうけど

（変化したいがしたくない、の複雑な流れ。でも揺さ

ぶられることで、それぞれの人が「自分はどう思って

いるか、どういうことを当たり前と感じて生きてきた

か自覚する」ときなんだろうなと。いかにこの世には

「自分なりの正論」の種類があるのか…と感じる時

期でした。多分まだ続く）、

このベースに、本格復帰の牡牛座天王星がつっこ

んできましたからね。

まだ蠍座木星のころは（2017年10月～2018年11

月）、何だかんだ言っても世界は保守的で女子っぽ

い（リアルな女子じゃなく保守的な性の象徴のイメー

ジ）感じだったけれど、

木星が射手座に移動して、地味～に、でも確実に広

い範囲に変化の手が入りだしたというか、

2019年下半期の総論

OF


